







「図書館法と図書館の 60年の歩み」  
 
筑波大学図書館情報メディア研究科 手塚健郎  
 
 
１ 図書館法の成立と発展  
 
明治維新以降，我が国の図書館の歴史は，明治 5 年 (1872 年 )に文部省が東
京湯島博物館に設けた「書籍館」（後の帝国図書館）に始まります。明治 12
年(1879 年 )の教育令で法令に定められた書籍館はその後「図書館」の名称と









このような状況を一新し，健全な発達を図る観点から，昭和 25 年 (1950
年)に新しい図書館法は制定されました。その主な特色は次のとおりです。  
 
1) 図書館の設置及び運営に関する必要な事項を定めたこと  
・地方財政の現状を踏まえ，義務設置ではなく，地方公共団体の自主性によ
る実情に応じた図書館設置を規定。 (第 10 条 ) 
・図書館を設置・運営するときの望ましい基準等は別に定めることで，これ
まで設置・廃止等の際に求められていた認可制度を改め，報告・届出制度
を規定。（第 11，12，24 条）  
・一定水準を確保するため，公立図書館についての望ましい基準を文部大臣
が定めること（第 18 条），国庫補助を受けるための最低基準を省令で定め
ることを規定。（第 19 条）  
・公立図書館の設置及び運営に要する経費について補助金を交付し，その他
必要な援助を行うこと（第 20 条），補助金交付に当たっての要件等を規定。
（第 21 条，22 条）  
・国から都道府県，都道府県から市町村へ求めに応じて必要な指導，助言で
きることを規定。（第 7 条）  
 
2) 国民に奉仕すべき機関としての新しい図書館のあり方を明示したこと  
・図書館資料の収集・利用，排列・目録整備のほか，利用のための相談 (レフ
ァレンスサービス )や時事に関する情報や参考資料の紹介・提供など，一般
公衆のための活動面を強調した図書館奉仕の考えを明示。（第 3 条）  
 
3) 図書館職員の養成のために必要な措置を講じたこと  
・図書館が一般公衆の希望に応じて十分に機能を発揮するため，専門的職員
（司書・司書補）の資格制度を整備し，必要な識見と技能を持つ職員の養
成制度を規定。（第 4～6 条）  
 
4) 私立図書館に対するノ―サポート・ノーコントロールの原則を定めたこ

























・昭和 31 年 (1956 年 )「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の施行
に伴い，地方公共団体に対する指導助言に関する規定を削除（第７条），私
立図書館に対する指導助言に関する規定を追加（第 25 条第 2 項）等。  
 
・昭和 34 年 (1959 年 )「社会教育法等の一部を改正する法律」によって，第
20 条で定める補助対象を「施設，設備に要する経費その他必要な経費の一
部」に改正し，補助金の交付について定めていた第 22 条を廃止。  
 
・昭和 42 年 (1967 年 )「許可，認可等の整理に関する法律」によって，設置・
廃止等に係る市町村や私立図書館の都道府県への報告・届出に関する規定
を廃止 (第 11 条，24 条 )。一方で社会教育法に「図書館の設置及び管理に
関し，必要な指導及び調査を行う」ことを都道府県教育委員会の事務に追
加。（同法第 6 条第 1 号）  
 
・昭和 60 年 (1985 年 )「地方公共団体の事務に係る国の関与等の整理，合理
化等に関する法律」によって，設置・廃止等に係る都道府県の文部大臣へ
の報告に関する規定を廃止。（第 12 条）  
 
これらに加え，平成 11 年 (1999 年 )には「地方分権の推進を図るための関
係法律の整備等に関する法律」によって，国庫補助を受ける館長の司書資格
の必置規定 (第 13 条第 3 項 )などが廃止されました。この改正は，地方分権推
進委員会が，地方公共団体の自らの判断と責任ある行政運営を促進していく






















３ 読書関係の法律  
 













４ 情報化の進展  
 










５ 図書館法の改正とこれから  
 
























7 条）  
    
・「設置及び運営上望ましい基準」を，これまでの公立図書館に加え，私立図
書館も対象にして定め，公表することを新たに規定（第 7 条の２）  
 











 本論の執筆に当たって主として以下の文献を参考した。  
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過と内容』 .図書館学会年報 . vol.39. no.4. p.158-p.176 
西崎恵 .『図書館法』 .日本図書館協会 .1970 
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【本論は文部科学時報 2010年 12月号に所載されたものに資料等を加筆した
ものである】  
